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水
口
酒
造
は
道
後
温
泉
本
館
開
業
の
翌
年
・
明
治
28
年
に
、

創
業
。
銘
柄
「
仁
喜
多
津
」
は
、
万
葉
集
で
松
山
が
「
熟に

き

田た

津つ

」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
道
後
生
ま
れ
の

酒
は
伝
統
と
技
を
大
切
に
、
味
へ
の
こ
だ
わ
り
は
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
込
み
水
は
熟
田
津
の
良
水
を
使
用
、
米
は

県
産
の
松
山
三
井
と
し
ず
く
媛
を
中
心
に
。
醪も

ろ
み

は
全
酒
と
も

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
タ
ン
ク
で
温
度
管
理
し
た
仕
込
み
で
、
安
定
品

質
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
搾
り
は
圧
力
を
か
け
る
と
酒
量
が
増

え
る
分
、
雑
味
が
増
す
た
め
、
搾
り
圧
は
控
え
め
。
特
に
大
吟

醸
は
６
割
の
酒
粕
を
残
す
贅
沢
な
搾
り
で
雑
味
の
な
い
き
れ
い

な
香
の
酒
と
な
り
ま
す
。
目
の
届
く
少
量
を
丁
寧
に
造
り
、
米

の
旨
味
の
残
る
す
っ
き
り
し
た
や
さ
し
い
旨
口
、
瀬
戸
内
の
食

材
を
引
き
立
て
る
主
張
し
す
ぎ
な
い
味
わ
い
で
す
。

　

平
成
８
年
、水
口
酒
造
は
日
本
酒
低
迷
期
に
危
機
感
を
抱
き
、

ビ
ー
ル
業
界
に
参
入
し
ま
す
。
そ
れ
は
社
訓
「
暖の

れ
ん簾

を
守
る

な
、
暖
簾
を
破
れ
」
に
背
中
を
押
さ
れ
た
大
き
な
決
断
で
し
た

が
、同
時
に
道
後
活
性
化
へ
の
周
囲
の
願
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

道
後
ビ
ー
ル
は
「
湯
あ
が
り
ビ
ー
ル
」
と
し
て
成
功
。
原
料
に

は
県
産
は
だ
か
麦
を
加
え
、
引
き
続
き
「
わ
が
町
」
ア
ピ
ー
ル

の
岩
城
島
ラ
イ
ム
、
久
万
高
原
町
ト
マ
ト
で
ビ
ー
ル
を
！
と

話
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
焼
酎
で
も
松
山
長
な
す
や
松
山
一
寸

そ
ら
ま
め
を
原
料
に
地
元

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。
創
業
か
ら
１
２
１
年
、

道
後
と
歩
み
、
暖
簾
を
守
っ

て
き
た
根
底
に
は
信
念
あ

る
酒
造
り
の
心
が
脈
づ
い

て
い
ま
す
。
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仁
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▼�
道
後
の
景
観
に
調
和
し
た
純
和
風
建
築
の
店
舗
兼
主
屋
は
、１
９
１
７
年
（
大
正
6
年
）
建
築
の
木
造
2
階
建
て
。

現
在
、
登
録
有
形
文
化
財
に
答
申
中

▲（右）�愛媛県産のしずく媛を使った統一銘柄「仁喜
多津　しずく媛　純米吟醸酒」

　�（中）�道後で詠まれたという額田王の和歌より名を頂
く「清酒　月待者（つきまてば）　純米酒」。県
産松山三井を使用

　�（左）�「道後ビール」は、愛媛が全国一の生産量を誇
るはだか麦が原料

▲水口社長「道後から全国
に愛媛県の魅力を発信し
ていきたい」
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	農家手取り向上をめざし、
「売れる米づくり」と集荷・
販売対策を実践します！
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愛媛県産ブランド開発で
苦境を打破する

 田中　正志さん
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NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉ピーマン

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　秋の休日。軍手に帽子、トングに竹カ
ゴと、万全の態勢を整えて、いざ！栗拾
いへ。みんなで地面にいっぱい落ちてい
る栗を拾いましょう。大きいイガを自慢
げにみんなに見せている子、それを見て
おっかなびっくりの子、こわごわと拾っ
ている子と、様々です。さあ、たくさん
栗がとれました。今夜のたっぷり栗料理
が楽しみですね。
●表紙：栗拾い
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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（
1
）
需
給
情
勢

　

総
務
省
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
中
食
・

外
食
等
の
業
務
用
米
は
安
定
的
な
伸
び
を

見
せ
て
い
る
一
方
、
１
世
帯
あ
た
り
の
家

庭
用
米
の
購
入
量
（
前
年
７
月
か
ら
の
12

か
月
合
計
）
は
、
69
㎏
（
前
年
比
95
・
７

%
）
と
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

や
県
内
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の

と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、

28
年
産
米
に
お
い
て
、「
水
田
フ
ル
活
用
」

を
基
本
に
、
収
量
・
品
質
を
上
げ
る
こ
と

で
農
家
手
取
り
向
上
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な

供
給
が
で
き
る
よ
う
集
荷
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
産
米
で
は
、
昭
和
46
年
の
生

産
調
整
開
始
以
来
初
め
て
減
反
が
達
成
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
米
の
需
給
環
境
は
回

復
基
調
と
な
っ
て
米
価
格
の
一
定
押
し
上

げ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
た
だ
、
愛
媛
県

は
消
費
県
で
あ
る
と
と
も
に
、
27
年
産
の

作
況
指
数
が
「
98
」
と
や
や
不
良
と
な
っ

た
た
め
、
愛
媛
県
産
米
を
求
め
る
実
需
者

　

平
成
27
年
産
米
で
は
需
給
環
境
が
回
復
基
調
と
な
っ
た
一
方
、
集
荷
面
や
販
売
面
で
課
題
を
残
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
産
以

降
は
農
政
転
換
に
よ
り
、
産
地
は
国
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
に
頼
ら
ず
、
自
ら
の
販
売
戦
略
に
基
づ
き
需
要
に
応
じ
た
生
産

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
愛
媛
県
は
米
の
消
費
県
と
い
う
こ
と
で
、
実
需
者
・
県
内
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
安
定
的
な
供
給
体
制
の
構
築
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
産
米
を
め
ぐ
る
情
勢
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
農
家
手
取
り
向
上
と
集
荷
・
販
売
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

平
成
28
年
産
米
を

取
り
巻
く
情
勢

は
じ
め
に

特

集

◆特集：ＪＡグループの28年産米集荷・販売の取り組み

農
家
手
取
り
向
上
を
め
ざ
し
、「
売
れ
る
米
づ

く
り
」と
集
荷
・
販
売
対
策
を
実
践
し
ま
す
！
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毎
年
約
８
万
ト
ン
の
米
消
費
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
27
年
産
米
で
は
飼
料

用
米
へ
の
取
り
組
み
が
増
加
し
た
こ
と
等

に
よ
り
生
産
数
量
目
標
が
達
成
さ
れ
、
平

成
28
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
は
２
０
５
万

ト
ン
と
適
正
在
庫
の
目
安
と
な
る
２
０
０

万
～
１
８
０
万
ト
ン
の
レ
ベ
ル
ま
で
減
少

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
28
年
産
主
食
用

米
等
生
産
量（
生
産
数
量
目
標
）が
７
４
３

万
ト
ン
と
予
定
通
り
達
成
さ
れ
れ
ば
、
平

成
29
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
は
１
８
７
万

ト
ン
と
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
状
態
に

な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
後
の
高
温
、
好
天
次
第
で
は

大
豊
作
に
な
る
可
能
性
も
出
て
き
て
お

り
、
需
給
動
向
は
依
然
と
し
て
不
透
明
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
（
作
況
指
数
１
ポ

イ
ン
ト
に
つ
き
約
８
万
ト
ン
増
加
）。

（
２
）
県
内
情
勢

　
　

  

～
平
成
27
年
度
の
総
括

　

愛
媛
県
内
の
平
成
27
年
産
米
の
主
食
用

米
作
付
面
積
は
、
目
標
１
４
、８
４
０
ha

に
対
し
１
４
、６
０
０
ha
、
作
況
指
数
98
、

生
産
量
７
１
、２
０
０
ト
ン
と
、
生
育
期

間
全
般
を
通
じ
て
日
照
不
足
や
秋
口
の
低

温
等
に
よ
り
作
柄
は
や
や
不
良
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
産
の
Ｊ
Ａ
買
取
価
格
は
、
需

給
環
境
の
改
善
に
よ
り
一
定
回
復
し
た
米

穀
情
勢
を
反
映
し
、
全
国
の
概
算
金
と
同

様
に
前
年
を
１
、０
０
０
円
／
60
㎏
程
度

上
回
る
設
定
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

作
柄
不
良
等
に
よ
り
県
域
（
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
）
の
集
荷
数
量
は
目
標

１
６
、０
０
０
ト
ン
に
対
し
１
４
、１
２
７

ト
ン
（
目
標
比
88
％
、
前
年
比
97
％
）
と

大
幅
な
集
荷
拡
大
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ま
た
、
販
売
先
が
必
要
と
す
る
数
量
を

確
保
で
き
な
い
銘
柄
も
一
部
あ
っ
た
た

平成28年6月末民間在庫量� A 205 205

平成28年産主食用米等生産量� B 743
（生産数量目標）

735
（自主的取組参考値）

平成28/29年主食用米等供給量計� C=A+B 948 940

平成28/29年主食用米等需要量� D 761 761

平成29年6月末民間在庫量� E=C ー D 187 179

27/28年の主食用米等の需給見通し

６月末民間在庫の推移（平成28年７月時点）

0
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

161

212 216

181 180

224 220 226

205

（単位：万トン）

注：�自主的取組参考値（735万トン）については、平成27年11月に変更した基本指針において、仮にこれだ
け生産すれば、平成29年６月末の民間在庫量が近年では低位の水準となるものとして設定したもの。

（単位：万トン）
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か
わ
ら
ず
飼
料
用
米
等
の
取
り
組
み
に

よ
り
不
足
し
て
い
る
業
務
用
米
に
つ
い

て
、
主
食
用
多
収
性
品
種
の
試
験
栽
培

を
行
い
、
新
た
な
生
産
、
販
売
の
方
向

性
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
集
荷

　

28
年
産
米
の
集
荷
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
・

全
農
に
よ
る
「
買
取
販
売
」
を
継
続
実
施

す
る
も
の
と
し
、
28
年
産
米
の
集
荷
目
標

を
、
Ｊ
Ａ
集
荷
２
１
、０
０
０
ト
ン
、
県

域
集
荷
１
６
、０
０
０
ト
ン
（
主
食
用

１
５
、０
０
０
ト
ン
・
水
田
活
用
米
穀
１
、

０
０
０
ト
ン
）
と
し
ま
す
。

（
２
）
集
荷
拡
大
対
策

①�　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
県

内
販
売
先
と
の
連
携
強
化
の
も
と
、
情

勢
を
加
味
し
な
が
ら
最
大
限
の
買
取
価

格
水
準
の
設
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

②�　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
月
例
会
へ
の
参
画
や
Ｊ

Ａ
米
穀
担
当
者
と
の
事
業
検
討
会
の
開

催
を
通
じ
て
、
担
い
手
や
大
口
生
産
者

お
よ
び
Ｊ
Ａ
未
利
用
生
産
者
の
情
報
を

共
有
化
し
、
一
体
と
な
っ
て
集
荷
推
進

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

③�　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
Ｊ
Ａ
米
穀
担
当
者
と

の
同
行
推
進
を
積
極
的
に
企
画
し
、
県

め
、
今
後
は
販
売
先
と
の
連
携
を
密
に
図

り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
売
れ

る
米
づ
く
り
」
に
向
け
た
作
付
誘
導
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①�　

生
産
者
の
経
営
所
得
の
安
定
・
向
上

を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
県
内
の
水

田
耕
作
面
積
を
維
持
す
る
た
め
、「
水

田
フ
ル
活
用
」
を
展
開
し
て
主
食
用
水

稲
を
中
心
に
特
産
麦
や
野
菜
な
ど
裏
作

品
目
の
作
付
拡
大
と
生
産
対
策
な
ど
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②�　
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」に
向
け
て
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ
ま
ち
」「
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
」「
に
こ
ま
る
」
の
主
力
品
種

を
中
心
に
用
途
別
需
要
に
応
じ
た
作
付

け
誘
導
を
進
め
ま
す
。

③�　

良
食
味
を
重
点
に
収
量
ア
ッ
プ
と
安

定
生
産
を
目
指
し
、
研
修
会
の
開
催
や

食
味
分
析
、
栽
培
体
系
試
験
等
を
実
施

し
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
技
術
と
併
せ
て

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

④�　

水
田
活
用
米
穀
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
で
一
括
し
て
取
扱
う
全
国
共

同
計
算
方
式
に
参
画
し
生
産
者
手
取
り

の
平
準
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
る
に
も
か

域
集
荷
数
量
１
６
、０
０
０
ト
ン
を
目

標
に
、
各
Ｊ
Ａ
集
荷
率
１
割
向
上
を
め

ざ
し
ま
す
。

（
３
）
流
通
コ
ス
ト
低
減
対
策

①�　

各
地
区
物
流
協
議
会
と
連
携
し
、
集

荷
拡
大
に
向
け
た
無
料
庭
先
集
荷
や
土

日
集
荷
等
を
実
施
し
、
生
産
者
の
利
便

性
向
上
に
合
わ
せ
た
集
荷
体
制
の
構
築

を
進
め
ま
す
。

②�　

労
力
の
低
減
や
人
件
費
・
紙
袋
等
の

コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
大
口
生
産

者
に
対
し
て
フ
レ
コ
ン
集
荷
を
推
進
し

ま
す
。

（
４
）
販
売

①�　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
県
域
生
販
一
貫
体
制
に
基
づ
き
、
県

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

農
家
手
取
り
向
上
の

取
り
組
み

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

28
年
産
米
集
荷
販
売
の

取
り
組
み

特

集
◆特集：ＪＡグループの28年産米集荷・販売の取り組み
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内
の
精
米
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

「
ひ
め
ラ
イ
ス
ブ
ラ
ン
ド
」
を
維
持
・

拡
大
し
て
い
く
た
め
、
買
取
販
売
強
化

に
よ
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
集
荷
量
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
。

②�　

販
売
先
卸
と
連
携
し
、学
校
給
食
用
、

業
務
加
工
用
等
の
用
途
別
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
販
売
対
応
を
行
う
と
と
も

に
、
需
要
に
応
じ
た
買
取
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

③�　

特
別
栽
培
米
や
酒
米
契
約
栽
培
等
の

推
進
に
よ
る
契
約
加
算
米
の
拡
大
や
、

差
別
化
の
図
れ
る
良
食
味
高
付
加
価
値

米
の
作
付
を
推
進
し
ま
す
。

④�　
「
に
こ
ま
る
」
に
つ
い
て
は
、
販
売

先
と
連
携
し
た
専
用
袋
に
よ
る
販
売
や

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
等
を
実
施
し
、「
愛
媛
ブ
ラ

ン
ド
米
」
と
し
て
認
知
度
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
末
時
点
の
民
間
在
庫
は

２
０
５
万
ト
ン
と
適
正
量
を
上
回
る
在
庫

量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で

は
28
年
産
米
で
需
給
均
衡
を
図
る
べ
く
昨

年
に
引
き
続
き
飼
料
用
米
等
の
水
田
活
用

米
穀
の
作
付
誘
導
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か

ら
、
28
年
産
の
生
産
見
込
み
は
生
産
数
量

目
標
を
２
年
続
け
て
達
成
す
る
見
込
み
と

な
り
、
来
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
は
適
正

在
庫
量
の
１
８
０
万
ト
ン
程
度
ま
で
減
少

す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
米
価
格
も
回
復
基

調
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
消
費
現
場
で
あ

る
量
販
店
等
で
の
精
米
販
売
環
境
は
必
ず

し
も
好
転
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一

方
で
安
価
な
品
種
が
飼
料
用
米
等
に
作
付

変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
業
務
用
向
け
品

種
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
も
あ
り
、
品

種
毎
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
不
安
定
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
営
農
食
糧
部
の
中
原
一
憲
部
長
は
、

「
30
年
産
以
降
の
農
政
転
換
に
よ
り
生
産

調
整
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
産
地
は
国
の

生
産
数
量
目
標
の
配
分
に
頼
ら
ず
、
自
ら

の
販
売
戦
略
に
基
づ
き
需
要
に
応
じ
た
生

産
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

す
。
消
費
県
で
あ
る
本
県
は
地
産
地
消
を

期
待
す
る
販
売
先
か
ら
の
要
望
に
こ
た

え
、
需
要
に
基
づ
く
生
産
体
制
と
安
定
供

給
の
た
め
の
集
荷
体
制
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
し
て
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
適
正
な
用
途
別
作
付
振
興
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
主
要

品
種
の
食
味
向
上
対
策
や
業
務
用
多
収
品

種
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
フ

レ
コ
ン
集
荷
等
の
流
通
コ
ス
ト
低
減
対
策

や
低
コ
ス
ト
生
産
対
策
、
裏
作
作
付
に
よ

る
水
田
フ
ル
活
用
等
に
取
り
組
み
、
生
産

者
の
所
得
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
・
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
28
年

産
米
の
集
荷
・
販
売
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

需
要
に
基
づ
く
生
産
体
制
と

安
定
供
給
の
た
め
の
集
荷
体
制

の
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
！

▲ＪＡ全農えひめ
　営農食糧部長　中原　一憲
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㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、

県
内
産
を
中
心
に
新
米

の
発
売
を
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
、
８
月
22
日
か

ら
10
月
31
日
ま
で
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
は
、「
え
ひ

め
の
新
米
や
っ
て
き
た
！
」。「
伊
予

牛
「
絹
の
味
」
黒
毛
和
牛
す
き
焼
き
用

約
５
０
０
ｇ
」「
愛
媛
県
産
紅
ま
ど
ん

な
」「
愛
媛
県
産
伊
達
真
鯛
」
な
ど
が

計
９
０
０
人
に
当
た
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
新
聞
広
告
な

ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、「
愛
媛
の
新
米
」

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
県
内
産
米
の
消

費
拡
大
と
『
ひ
め
ラ
イ
ス
』
ブ
ラ
ン
ド

強
化
を
図
り
ま
す
。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
】

ひ
め
ラ
イ
ス
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
え

１
枚
１
口
）と
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
１
商
品
で
２
口
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
ハ
ガ
キ
ま
た
は
郵
便
ハ
ガ
キ

に
、
①
ご
希
望
の
賞
品
コ
ー
ス
（
Ａ
～

Ｃ
コ
ー
ス
の
う
ち
１
つ
を
選
択
）、
②

郵
便
番
号
、
③
住
所
、
④
氏
名
、
⑤
年

齢
、
⑥
電
話
番
号
、
⑦
購
入
店
、
⑧
ひ

め
ラ
イ
ス
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

１
人
で
何
口
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
応
募
は
ハ
ガ
キ
１
通
に
つ
き
１
口

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
商
品
】

ひ
め
ラ
イ
ス
全
商
品
（
も
ち
米
含
む
）

【
応
募
先
】

〒
７
９
１

−

３
１
６
３

伊
予
郡
松
前
町
大
字
徳
丸
字
五
屋
敷

７
７
１

−

２
５

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係

【
応
募
締
切
】

10
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

【
抽
選
・
当
選
発
表
】

　

11
月
中
旬
に
抽
選
を
行
い
、
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
当
選
発
表
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
販
売
店
の

ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
㈱
ひ
め

ラ
イ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ひ
め
の
新
米
や
っ
て
き
た
！
」

【
実
施
期
間
】

平
成
28
年
８
月
22
日
～
10
月
31
日

【
賞　
　

品
】

▼
Ａ
～
Ｃ
賞
各
１
０
０
人（
計
３
０
０
人
）

○
Ａ
コ
ー
ス
＝
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
黒

毛
和
牛
す
き
焼
き
用
ロ
ー
ス
約
５
０
０
ｇ

○
Ｂ
コ
ー
ス
＝
「
愛
媛
県
産
紅
ま
ど
ん

な
」
約
２
・
５
㎏

○
Ｃ
コ
ー
ス
＝「
愛
媛
県
産
伊
達
真
鯛
」

（
３
２
０
ｇ
、カ
ッ
ト
加
工・真
空
パ
ッ
ク
）

▼
Ｗ
チ
ャ
ン
ス

　

Ａ
～
Ｃ
コ
ー
ス
の
抽
選
で
は
ず
れ
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
６
０
０
人
に
Ｗ

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、「
愛
媛
県
産
に
こ

ま
る
２
㎏
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

【
応
募
方
法
】

　

ひ
め
ラ
イ
ス
の
「
応
募
シ
ー
ル
」
ま

た
は
米
袋
左
上
に
つ
い
て
い
る
「
ひ
め

マ
ー
ク
」
を
切
り
取
り
、
２
㎏
分
以
上

を
１
枚
１
口
（
も
ち
米
１
・
４
㎏
な
ら

㈱ひめ
ライス

「
え
ひ
め
の
新
米
や
っ
て
き
た
！
」

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！
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7

ＪＡ全農えひめグループ７社　平成28年度役員体制
平成28年８月４日現在■は28年度新任。

㈱えひめ飲料
役職名 氏　名

代表取締役社長 髙原　　茂 常勤
代表取締役専務 濱本　泰久 常勤
常 務 取 締 役 川田　永治 常勤
常 務 取 締 役 山本　卓治 常勤

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 西本　滿俊 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡにしうわ

取 締 役 黒田　義人 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ南

取 締 役 森實　光夫 非常勤・㈱えひめフーズ代表取締役社長
取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
常 勤 監 査 役 岡本　慎也 常勤

監 査 役 井手　洋行 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

監 査 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

監 査 役 内山　　隆 非常勤・ＪＡ全農グル―プ会社統括部次長

ＪＡえひめアイパックス㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 峰岡　茂夫 常勤
常 務 取 締 役 森川　威久 常勤
常 務 取 締 役 中川　達也 常勤

取 締 役 井手　洋行 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長 
ＪＡえひめ中央

取 締 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 戸田　耕二 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ周桑

監 査 役 黒田　義人 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ南

監 査 役 達川　青児 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 大津　　満 常勤
常 務 取 締 役 西　　尊公 常勤

取 締 役 篠原　一志 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡうま

取 締 役 加藤　　尚 非常勤
ＪＡ西条

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 和氣　茂太 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡひがしうわ

監 査 役 達川　青児 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱ひめライス
役職名 氏　名

代表取締役社長 松田　一人 常勤
常 務 取 締 役 武田　　司 常勤

取 締 役 加藤　　尚 非常勤
ＪＡ西条

取 締 役 戸田　耕二 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ周桑

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 和氣　茂太 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡひがしうわ

取 締 役 竹村　　靖 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

監 査 役 武田　博志 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

ＪＡえひめエネルギー㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 峯本　耕典 常勤
常 務 取 締 役 宮田　研二 常勤
取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 竹村　　靖 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長
監 査 役 武田　博志 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱えひめフーズ
役職名 氏　名

代表取締役社長 森實　光夫 常勤
取締役管理部長 丸山　　茂 常勤

取 締 役 西本　滿俊 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長 
ＪＡにしうわ

取 締 役 髙原　　茂 非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長
取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
監 査 役 岡本　慎也 非常勤・㈱えひめ飲料常勤監査役

役職名 氏　名
代表取締役社長 清水　宇造 常勤
常 務 取 締 役 白石　啓司 常勤

取 締 役 篠原　一志 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡうま

取 締 役 井手　洋行 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

取 締 役 菅野　幸雄 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

役職名 氏　名

取 締 役 西本　滿俊 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡにしうわ

取 締 役 黒田　義人 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ南

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
監 査 役 髙原　　茂 非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長
監 査 役 達川　青児 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

ＪＡえひめ物流㈱



トピックス

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課
は
、
８
月
19
日
、
松
山

市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
、
愛
媛
み
か
ん
・
伊
予
柑
な
ど
愛

媛
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
２
０
１
６
愛
媛
み
か
ん
大

使
」
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

58
代
目
と
な
る
「
２
０
１
６
愛
媛
み
か
ん
大
使
」

は
、
永
尾
真
穂
さ
ん
（
23
歳
・
松
山
市
在
住
・
団
体

職
員
）、
濱
本
茜
さ
ん
（
21
歳
・
八
幡
浜
市
在
住
・

団
体
職
員
）、松
下
茉
鈴
さ
ん
（
20
歳
・
東
温
市
在
住
・

大
学
生
）、
玉
井
佳
奈
さ
ん
（
23
歳
・
松
山
市
在
住
・

団
体
職
員
）。

　

任
命
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
運
営
委
員
会
の

菅
野
幸
雄
会
長
が
、「
柑
橘
農
家
は
品
質
の
良
い
美

味
し
い
み
か
ん
・
柑
橘
を
届
け
よ
う
と
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
愛
媛
の
柑
橘
農
家
の
想
い
を

消
費
者
の
皆
様
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
愛
媛
の
柑
橘
が

全
国
で
ス
ム
ー
ズ
に
販
売
で
き
る
よ
う
愛
媛
県
産
柑

橘
の
Ｐ
Ｒ
・
消
費
宣
伝
活
動
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
激
励
し
、
大
使
一
人
一
人
に
任
命
状
と
賞

金
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

前
年
の
大
使
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
継
い
だ
４
人

は
、「
た
く
さ
ん
の
愛
情
が
注
が
れ
た
愛
媛
の
み
か

ん
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
な
ど
と
笑
顔
で
今
後
の
抱
負
を
話
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
６
月
10
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
愛
媛
県

内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、

期
間
中
93
人
（
女
性
91
人
・
男
性
２
人
）
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
書
類
審
査
を
通
過
し
た
17
人
が
面
接

審
査
（
８
月
10
日
開
催
）
に
臨
み
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
、
愛
媛
県
果
樹
同
志
会
会
長
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
、
２
０
１
５
愛
媛
み
か
ん
大
使
な
ど
審
査
員
15

人
が
、｢

印
象
（
好
感
度
）｣

「
知
性
」｢

容
姿
（
姿

勢
等
）｣

な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
て
、
４
人
を
決

「2016愛媛みかん大使」４人を任命！
～１年間愛媛産柑橘の魅力をPRします～

▲2016愛媛みかん大使（右から＝永尾さん、濱本さん、松下さん、玉井さん）

8



定
し
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
10
月
19
日

開
催
さ
れ
る
「
愛
媛
県

園
芸
大
会
」
で
県
内
の

生
産
者
・
Ｊ
Ａ
関
係
者

に
お
披
露
目
。
10
月
29

日
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
松

山
市
）、
11
月
上
旬
の

「
愛
媛
み
か
ん
消
費
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
東

京
・
大
阪
）
の
ほ
か
、

年
明
け
の
１
月
か
ら
は
「
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
」
と

し
て
「
愛
媛
い
よ
か
ん
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
京
阪
神
・
首
都
圏
・
札
幌
）、
４
月
14
日
の
オ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
向
け
た
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
関
連
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
来
年
８
月
末
ま
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
販

促
・
試
食
宣
伝
活
動
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
出
演
等

を
通
じ
て
愛
媛
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2016愛媛みかん大使４人のプロフィール

▲�ＪＡ全農えひめの菅野幸雄会長（写真中央左）と
小越愼介県本部長（中央右）、を囲んで

永
なが

尾
お

　真
ま

穂
ほ

さん 濱
はま

本
もと

　　茜
あかね

さん

【抱負】幼い頃から大好
きだった愛媛みかんを多
くの方に知っていただき
たいと思い応募しまし
た。愛媛みかん大使に任
命していただき光栄に思
います。農家の方々が心
を込めて作られた愛媛み
かんを一人でも多くの方
に愛していただけるよう
精一杯頑張ります。

【抱負】私は生産者とし
ての苦労や努力、喜びを
近くで感じてきました。
みかん大使に選ばれ大
きなチャンスをいただき
とても嬉しく思っていま
す。なので、努力の結晶
であるみかんを全国に発
信し、少しでも生産者の
皆さんの力になれるよう
頑張っていきます。

（松山市在住・団体職員） （八幡浜市在住・団体職員）

【趣味】華道・旅行
【特技】書道

【趣味】�人の長所を
見つけること

【特技】�周りの人を笑
顔にすること

松
まつ

下
した

　茉
ま

鈴
りん

さん 玉
たま

井
い

　佳
か

奈
な

さん

【抱負】愛媛みかんの美
味しさをもっと発信した
いと思い応募しました。
みかん大使に任命いただ
き大変光栄に思います。
愛媛みかんの魅力をたく
さんの方にお伝えし、１
人でも多くの方に“愛媛
みかん”のファンになっ
ていただきたいです。精
一杯頑張ります。

【抱負】歴史ある愛媛み
かん大使第58代目に任命
していただき、大変うれ
しく思います。農家の方
が丹精込めて作られた愛
媛自慢の柑橘の美味しさ
を一人でも多くの方に伝
えられるよう４人で１年
間一生懸命PRしてまい
りますのでよろしくお願
いいたします。

（東温市在住・大学生） （松山市在住・団体職員）

【趣味】�カフェ巡り・
旅行

【特技】�ダンス、ヘ
アアレンジ

【趣味】�旅行、音楽
鑑賞

【特技】�書道、弓道
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当
社
は
昭
和
28
年
に
味
噌
醸
造
場
と
し
て

は
じ
ま
り
、
愛
媛
の
麦
味
噌
文
化
を
牽
引
し

て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
食

文
化
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
食
事
は
パ
ン

や
ス
ー
プ
へ
と
洋
食
化
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
手
軽
に
弁
当
が
買
え
、
共
働
き
で
朝

ご
は
ん
は
簡
素
化
、
即
席
み
そ
汁
が
登
場
。

大
手
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス

ト
ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
は
関
東
圏
の
味

噌
も
並
ん
で
い
ま
す
。
な
じ
ま
な
い
味
の
味

噌
に
最
初
は
あ
れ
っ
と
違
和
感
も
覚
え
な
が

ら
も
、
食
べ
続
け
る
と
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て

く
る
も
の
で
、
愛
媛
の
地
元
の
味
噌
屋
さ
ん

は
だ
ん
だ
ん
と
看
板
を
下
ろ
し
、
当
社
の
売

り
上
げ
も
ま
た
平
成
８
年
位
か
ら
毎
年
５
％

程
度
減
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
ん
と
か
せ
な
い
か
ん
。

　

も
が
き
苦
し
む
中
で
た
ど
り
着
い
た
の

は
、
麦
味
噌
を
守
っ
て
い
く
だ
け
で
は
い
け

な
い
、
愛
媛
県
産
の
加
工
品
を
手
が
け
て
い

こ
う
と
い
う
一
つ
の
答
え
で
す
（
こ
の
取
り

組
み
は
後
の
事
業
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
）。

　

平
成
16
年
、
伊
予
柑
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
着

手
し
ま
す
。
愛
媛
が
誇
る
全
国
一
の
生
産
量

の
伊
予
柑
も
傷
が
あ
る
と
廃
棄
処
分
と
は
ひ

ど
い
話
で
す
。大
き
く
て
加
工
が
し
や
す
く
、

果
汁
は
多
く
て
し
ぼ
り
や
す
く
、
味
よ
し
香

り
よ
し
の
逸
材
で
す
。
利
用
す
る
こ
と
で
農

家
所
得
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

試
し
に
大
手
の
柑
橘
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
試

食
し
て
み
れ
ば
、
値
段
は
安
く
、
味
は
…
…

‘
そ
こ
そ
こ
、
い
い
’
と
い
っ
た
最
大
公
約

数
的
な
も
の
で
し
た
。

　

作
る
以
上
は
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
大
手

の
メ
ー
カ
ー
が
絶
対
で
き
な
い
お
い
し
い
も

の
に
し
よ
う
。
本
物
が
わ
か
る
人
と
商
売
を

し
よ
う
。

　

最
初
は
自
分
た
ち
だ
け
で
手
作
業
で
し
ぼ

り
作
っ
て
み
た
も
の
の
、
味
に
今
一
つ
魅
力

が
あ
り
ま
せ
ん
。
果
汁
だ
け
で
は
だ
め
だ
と

愛
媛
産
ブ
ラ
ン
ド
開
発
で

苦
境
を
打
破
す
る

TANAKA　MASASHI田中正志
義農味噌㈱代表取締役社長。伊予郡松前町出身。昭和32年２月
21日生まれ。昭和54年３月山梨大学工学部発酵生産学科を卒
業。筑波の農林水産省食品総合研究所研修士を経て、昭和55
年４月義農味噌㈱入社。製造部主任、取締役部長、常務取締役
を経て、平成15年から代表取締役社長。座右の銘は、「大きな
努力で小さな成果」。趣味は温泉めぐり、囲碁２段、剣道３段、
家庭では５人の子どもの良き父親でもある。
義農味噌㈱は、「私たちは、えひめの麦みそ文化を伝承・発展
させます。私たちは、食を通じて健康とおいしさで社会に貢献
します。私たちは、幸福の共有を目指し、共に成長発展します。」
を経営理念に掲げ、日々邁進している。
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試
行
錯
誤
を
し
、
う
ま
み
の
濃
い
皮
を
入
れ

る
こ
と
で
味
を
深
め
、
視
覚
的
に
も
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
着
目
し
た
の
が
、
果
肉
も
柔
ら
か

く
お
い
し
い
七
折
梅
で
す
。な
ぜ
、七
折
梅
？

梅
と
言
え
ば
和
歌
山
の
南
高
梅
で
し
ょ
う
と

周
辺
が
ざ
わ
つ
き
ま
す
。
七
折
梅
生
産
組
合

の
門
を
た
た
く
も
、
す
で
に
梅
干
し
と
梅
シ

ロ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
、
余
剰
の
梅
は
な
い
か

ら
と
門
前
払
い
さ
れ
る
始
末
で
す
。
七
折
梅

も
ま
た
自
分
た
ち
で
１
０
０
㎏
の
梅
を
収
獲

し
て
手
作
業
で
漬
け
、
添
加
物
ゼ
ロ
の
お
い

し
い
梅
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
自
信
の
品
は
２
０
０
g
、
６
５
０
円
。

社
員
は
、
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

で
は
、
ま
ぁ
２
９
８
円
で
し
ょ
う
と
い
な
さ

れ
ま
す
。
い
え
い
え
そ
れ
で
は
儲
か
り
ま
せ

ん
。
日
本
一
の
七
折
梅
を
使
い
、
半
年
か
け

て
納
得
の
い
く
ま
で
こ
だ
わ
り
作
っ
た
逸
品

で
す
。

　

２
月
20
日
、七
折
梅
祭
り
が
始
ま
り
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
に
梅
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
て
試

食
し
て
も
ら
う
マ
ネ
キ
ン
販
売
を
行
い
、
初

日
の
３
日
で
１
、０
０
０
本
が
売
れ
、
祭
り

期
間
中
に
用
意
し
て
い
た
２
、６
０
０
本
が

完
売
し
て
し
ま
い
ま
す
。
当
時
の
矢
野
征
司

組
合
長
は
あ
ま
り
の
売
れ
行
き
に
驚
き
、
次

回
か
ら
漬
け
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
効
果
は
大
き
く
、
そ
の
後
は

口
コ
ミ
も
加
わ
っ
て
、
年
間
２
万
本
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

物
事
の
立
ち
上
げ
に
は
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
つ
か
い
ま
す
。
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
食
べ
て
お
い
し
い
と
わ
か
っ
て
い
た
七

折
梅
で
し
た
か
ら
確
信
は
あ
り
ま
し
た
が
、

信
用
が
な
け
れ
ば
原
料
さ
え
分
け
て
は
も
ら

え
ま
せ
ん
。
労
力
を
惜
し
ま
ず
、
自
分
た
ち

で
す
べ
て
を
す
る
こ
と
で
本
気
度
を
わ
か
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

　

素
材
に
付
加
価
値
を
付
け
た
商
品
づ
く
り

で
あ
る
と
同
時
に
、
素
材
に
つ
い
て
は
一
切

の
値
段
交
渉
を
せ
ず
定
価
で
買
っ
て
い
る
の

も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
七
折
生
産

組
合
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
の
は
一
番
お
天て

ん

道と
う

さ
ん
に
あ
た
っ
て
い
る
て
ん
な
り

4

4

4

4

の
完
熟
梅

で
す
。
有
名
な
南
高
梅
を
使
っ
て
い
た
な
ら

失
敗
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
小
さ

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

▲伊予柑ドレッシングと七折梅ドレッシングを手に、田中正志社長
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　ＪＡ全農えひめなどで構成する「ＪＡグルー
プ愛媛担い手サポートセンター協議会」は、７
月25日松山市のＪＡ愛媛でＪＡの信用部門と営
農部門が一体となり、農業経営支援能力を発揮
し、農業者の期待に応えていくことにより、農
業者の所得増大につなげることを目的として、

「ＪＡ農業担い手サポート実践会議」を開きま
した。
　会議には、ＪＡで担い手対応を行う営農・信
用部門の担当者など68人が出席。参加者が７班

（園芸部門５班・果樹部門２班）に分かれてグ
ループワークを実施し、農業者の所得増大を目
的として、担い手の事例資料を基にＪＡの信用
部門と営農部門が一体となり、提案内容シート
と５年後の経営改善計画表の作成に取り組みま
した。
　参加者アンケートでは、会議の必要性を98％
が感じており、「営農・金融との連携強化に大い
に役立った」といった意見も出されていました。
　会議では、ＪＡ全農本所と農林中金から情勢
報告。ＪＡ全農は地域農業の現状とTAC活動
の取組み状況のほか、TACと信用部門が連携

した優良事例を紹介する中で融資課との連携の
必要性について報告しました。
　また、県域における担い手サポート支援につ
いて、ＪＡ愛媛中央会が「新規就農者、集落
営農組織、法人、ＪＡ出資型営農組織に対する
支援」・ＪＡ愛媛県信連が「ＪＡバンクえひめ
農業応援プログラム」、ＪＡ全農えひめが「生
販マッチング担い手支援要領の要望状況および
TAC活動状況」、ＪＡ共済連愛媛が「地域・農
業活性化にかかる活動支援助成、農業リスク診
断活動」等について報告・説明しました。

　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
ファーマーズマーケット「いよっこら」は、 ７
月９日、伊予市の生涯学習センターさざなみ館
で、地産地消の推進に向けて、地元農畜産物の
美味しさや魅力を伝えようと、「いよっこら親
子料理教室」を開きました。
　この料理教室は、地産地消の推進と食農教育
の一環として地元の児童とその保護者に料理を
通して地元農畜産物の美味しさと魅力を伝えよ
うと開催しており、今回が６回目。伊予市と周
辺市町から７組15人が参加しました。
　今回は、松田礼子さんをはじめ「いよっこら」
の出荷者が組織する運営協力会の会員３人が講
師となり、「いよっこら」で販売している旬の
農畜産物を使って、「子どもたちが作って楽し
める料理」を提案。説明を受けた参加者は、「こ
ねこね皮から作る手づくりギョウザ」「いよっ
こらの唐揚げで簡単アレンジ酢鶏」「生春巻き」
などに挑戦しました。

　中でも皮から手づくりした餃子は「めっちゃ
美味しい！」と参加者に大好評。忽那志音さん

（北伊予小５年）は、「皮がもちもちでお店で食
べるよりも美味しかった。楽しかったので、家
でも作ってみたい」と笑顔を見せていました。
　参加した保護者の皆さんも「野菜がたっぷり
で暑い夏にも食べやすい料理ばかり。家でもぜ
ひ作ります」と話していました。

●ＪＡ農業担い手サポート実践会議

ＪＡの信用・営農部門が一体となり、農業者の所得増大を！

●ファーマーズマーケットいよっこら

親子料理教室を通じて地産地消を推進！
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●ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会第17回通常総会

北尾幸一新会長を選出！需要に応じた生産と品質向上を！
　ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会は、７月15日、
松山市内で第17回通常総会を開き、北尾幸一会
長（新任・ＪＡえひめ中央）以下の新役員（28
～29年度）と28年度事業計画を決めるとともに、

「持続可能な農業・農村の実現に向けた特別決
議」を採択しました。
　28年度計画では、「えひめ米」の需要に応じ
た生産と品質向上対策に取り組むこととし、需
要の安定した「コシヒカリ」「あきたこまち」「ヒ
ノヒカリ」「にこまる」を中心にした作付誘導
とともに、用途別需要に応じた生産誘導を進め
ることを確認。26年産米の「ヒノヒカリ」に次
ぐ食味ランキング「特A」評価獲得に向けて取
り組みます。このほか、29年連続生産量日本一
のはだか麦を中心に、特産麦・県産大豆の品質

向上・安定生
産対策に取り
組みます。
　会長以外の
主な新役員は
次のとおりで
す（ 敬 称 略。
カッコ内はＪ
Ａ名）。
▽副会長＝砂
田虎善（新・
今 治 立 花 ）、
坂本順作（再・
えひめ南）▽監事＝山内美文（新・周桑）、三
好伸吉（新・ひがしうわ）

▲�あいさつする北尾新会長（左）ほか新役
員の皆さん

●愛媛県民間流通地方連絡協議会

反収向上対策を実践しはだか麦の安定供給を！
　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、７月15日松山
市のにぎたつ会館で愛媛県産麦の円滑な流通を
めざし、愛媛県民間流通地方連絡協議会を開き
ました。
　会議には、精麦や製粉、醤油・味噌関連の実
需者15社・組合と生産者・ＪＡ・県関係者ら57
人が出席。28年産の販売見込数量や29年産の販
売予定数量を確認するとともに、愛媛県産麦に
対する意見交換を行いました。
　29年連続生産量日本一（27年産実績）の愛媛
県産はだか麦は、29年産の販売予定数量4,817
トンに対して購入希望数量が6,428ｔ。近年、
高齢化に加え播種期や収穫期の天候不順により
収穫量が当初見込みを下回る状況となってお
り、実需者からは需要に応じた数量確保と安定

供給を求める声が強く出されました。
　こうした中で、ＪＡ全農えひめ・愛媛県米麦
振興協会では、実需者ニーズに対応するため販
売予定数量の確実な確保と安定供給、良品質麦
の生産に取り組んでいます。また、有望品種の

「ハルヒメボシ」への品種転換を計画的に進め
ることにしています。
　小麦は、29年産販売予定数量451ｔに対して
購入希望数量は522ｔとなっています。
　会議では、愛媛県農林水産研究所から単収向
上対策の取り組み紹介、愛媛県産麦の作付計画
などが紹介されました。
　なお、28年産は天候不順により、はだか麦の
集荷数量は3,352ｔ（前年比95％）でした。

「低コスト商品・生産資材価格引き下げの取り組み」について
ＪＡ全農ホームページで掲載を開始しました！
　ＪＡ全農は、平成28年８月15日から、ホーム
ページ内で低コスト商品や生産資材価格引き下
げの取り組みについて掲載を開始しました。
　ＪＡ全農は、「３か年計画」で、生産から販
売までのトータルコスト低減など持続可能な農
業生産・農業経営づくりへの貢献に取り組んで
います。肥料、農薬、農業機械、段ボール、飼
料等の生産資材については、生産コスト低減の
ため、低コスト技術・商品の開発や取扱い、物
流改革、輸入、共同利用等に取り組んでおり、
その取り組み内容を生産者・ＪＡの皆さんに紹
介し生産コスト低減を支援します。
　「低コスト商品・生産資材価格引き下げの取
り組みについて」のページでは、今後も、順次
取り組み内容や生産資材関係情報を掲載し、Ｊ

Ａグループ自己改革の一環として、生産者に、
営農に必要な情報をわかりやすく伝える生産資
材価格の「見える化」に取り組んでいきます。
◆�全農ホームページアドレス
　http://www.zennoh.or.jp
◆掲載内容

（１）肥料：輸入化成肥料
（２）農薬：担い手直送規格
（３） 農業機械：ＪＡグループ独自型式・重点

型式の仕様・メーカー希望小売価格
（４） 段ボール：段ボール原紙・段ボール箱の

種類と特性の解説
（５） 飼料：牛代用乳・豚人工乳、混合飼料な

どの紹介や飼養管理技術の解説
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　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ野菜花卉課は、７月12日、ＪＡ愛媛別館で、
平成27年産冬春野菜出荷反省会と28年産の生産
対策会議を開きました。対象品目は、レタス・
ブロッコリー・キャベツ・冬春きゅうり・ほう
れんそう・白ねぎ・一寸蚕豆の７品目。会議に
は、品目部会長・ＪＡ・市場・行政関係者ら約
70人が出席しました。
　27年産冬春野菜は、出荷量は3,369ｔで計画
比87％、前年比98％となりました。年内の暖秋・
暖冬の影響と年明け以降の降雪などにより前進
出荷（集中出荷）と端境期を繰り返し不安定な
出荷となった品目が多く、単価も年内の数量増・
単価安の影響を受けて、平均単価は259円で白
ねぎを除き前年を下回り、販売金額は全体で前
年比92％でした。企画販売は、レタス・キャベ

ツで販売先を増やしたものの総じて安定出荷に
課題を残しました。
　市場からは、作付面積の維持拡大とロットの
確保、期間を通じた長期安定出荷、ＪＡ間・個
人間格差の是正、販売先に対応した出荷の検討
や高温期の対策などの要望が出されました。

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ野菜花卉課は、７月26日、松山市のＪＡ愛
媛別館で、平成27～28年産いちご出荷反省会・
生産対策会議を開きました。
　愛媛産のいちご販売実績は、出荷量が901ｔ

（前年比102％・計画比89％）、㎏単価1,008円（前
年比100％）でした。
　27～28年産は、暖秋・暖冬の影響で年内は前
進出荷となったため、単価安で推移。前進出荷
の影響でクリスマス需要期に数量が減少予想の
中で、一部輸入品の入荷も見られ単価を下げる
一因となりました。年明け以降は、年内の前進
出荷の影響と１月下旬の寒波の影響等もあり数
量が伸び悩み、単価高で推移。春先は気温の上
昇とともに数量が増加したものの品質低下もみ
られ、各産地とも例年より早めの切り上がりと
なりました。
　市場からは、荷姿対策や産地間・生産者間の
選果選別の統一・徹底、12～２月の需要期の出
荷比率向上、ロットをまとめるための品種集約
などの要望があげられました。

　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、７月12日、平
成28年産夏秋花卉出荷会議を開き、夏秋期品目
の販売基本方針と冬春期品目の課題と対策につ
いて協議しました。
　夏秋品目販売基本方針では、主力のテッポ
ウユリが共販量540,000本（前年比107％）、デ
ルフィニウムは155,580本（同79％）、ユーカリ
309,800本（同79％）などを計画。
　販売方針では、テッポウユリとデルフィニウ
ムは、前売り体制の充実と市場販売力の強化、
品質向上・均一化に向けた取り組み強化などを
進めます。テッポウユリは、８月盆・９月彼岸
の予約注文を中心に有利販売に取り組みます。
　ユーカリは、市場・花店ニーズに合った出荷
形態の推進とともに、選別徹底とPR活動等に
より愛媛産花木ブランドの推進強化に取り組み
ます。

●平成27年産冬春野菜出荷反省会

共販量は前年比98％、販売金額は92％

●平成27～28年産いちご出荷反省会

出荷量は前年比102％、
㎏単価は100％

●平成28年産夏秋花卉出荷会議

前売り体制の充実と
市場販売力強化を！

平成27年産冬春野菜販売実績表

品　　目 共販量
（ｔ）

㎏単価
（円）

前年比（％）
共販量 ㎏単価

レタス 935 193 106 89
ブロッコリー 452 304 118 90
キャベツ 337 78 82 92

冬春きゅうり 1,050 288 102 97
ほうれんそう 128 434 82 94
白ねぎ 236 319 90 114

一寸蚕豆（H28） 230 418 72 94
合　計 3,369 259 98 94
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15

成
28
年
産
の
新
米
が
店
頭
に
並
び

始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
水

稲
の
作
況
指
数
も
ま
も
な
く
発
表
さ
れ
ま

す
。
愛
媛
県
の
昨
年
の
水
稲
作
付
面
積
は

１
４
、０
０
０
ha
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
県
は
、
全
国
で
も
少
数
派
の
水

田
面
積
よ
り
樹
園
地
な
ど
畑
が
多
い
県

で
、お
コ
メ
は
移
入
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
県
内
の
お
コ
メ
の
生
産
と
消
費
に

つ
い
て
み
て
み
ま
す
。

　

愛
媛
県
の
平
成
26
年
の
作
付
延
べ
面
積

（
野
菜
な
ど
年
間
複
数
回
収
穫
す
る
も
の

は
延
べ
面
積
で
集
計
）
は
４
４
、６
０
０

ha
で
、水
稲
は
１
５
、０
０
０
ha
（
34
％
）、

果
樹
が
１
９
、０
０
０
ha
（
43
％
）、
野
菜

が
５
、１
７
０
ha
（
12
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
で
は
38
％
が
水
稲
、
果

の
農
業
で
す
が
、
主
食
で
あ
る
お
コ
メ
に

つ
い
て
食
料
自
給
の
観
点
か
ら
域
内
の
需

要
・
供
給
に
着
目
す
る
と
、
市
町
ご
と
の

特
徴
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

図
３
は
市
町
ご
と
の
コ
メ
の
充
足
率
で

す
。
年
間
一
人
当
た
り
の
コ
メ
の
供
給
量

と
各
市
町
の
人
口
か
ら
求
め
た
需
要
量
に

対
し
て
、
ど
の
程
度
の
生
産
量
が
あ
る
か

を
試
算
し
た
も
の
で
す
。

　

水
稲
は
作
付
け
さ
れ
て
い
て
も
人
口
の

多
い
都
市
部
や
、
水
田
面
積
の
少
な
い
島

し
ょ
部
で
は
、
域
内
の
需
要
を
賄
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
久
万
高
原
町
や
鬼
北

町
、
松
野
町
な
ど
は
域
内
の
需
要
を
賄
っ

て
な
お
３
倍
程
度
の
生
産
量
が
あ
る
な

ど
、
県
内
20
市
町
の
う
ち
11
市
町
で
域
内

の
需
要
を
満
た
し
、
他
地
域
へ
の
供
給
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
内
全
体
で
は
16
％
程
度
不
足
し
て
お

り
、
移
入
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
主
食
用
米
の
需
要
量
は
毎
年

８
万
ト
ン
の
ト
レ
ン
ド
で
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
で
は
主
食
用
米
か
ら
大
豆

や
麦
、
飼
料
用
米
等
へ
の
転
換
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
30
年
産
米
を
目

途
に
、
行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配

分
を
見
直
し
、
需
給
見
通
し
等
の
策
定
・

提
供
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
生
産
者
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
自
ら
の

経
営
判
断
に
も
と
づ
き
作
物
を
選
択
し
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
へ
見
直
し
を
図
る
こ

と
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
経
営
感
覚
を
持

つ
こ
と
が
、
耕
種
農
業
経
営
の
安
定
に
つ

な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局　

統
計
チ
ー
ム

樹
は
６
％
、
野
菜
が
13
％
と
な
り
、
４
割

以
上
を
占
め
る
そ
の
他
の
作
物
の
主
体
は

飼
肥
料
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
と

比
較
す
る
と
愛
媛
県
の
果
樹
面
積
割
合
の

高
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

ま
た
、
農
業
産
出
額
は
耕
種
が
８
８
３

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
水

稲
の
占
め
る
割
合
は
14
％
、
果
実
の
割
合

は
51
％
と
、
こ
こ
で
も
水
稲
に
比
べ
果
実

の
ウ
エ
イ
ト
の
高
さ
が
見
て
取
れ
ま
す

（
図
２
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
内
の
耕
種
農
業
は
、

全
国
に
比
べ
面
積
・
生
産
額
と
も
果
樹
、

と
り
わ
け
柑
橘
類
に
特
化
さ
れ
て
お
り
、

次
い
で
水
稲
・
野
菜
等
の
生
産
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
特
殊
と
も
い
え
る
愛
媛
県

愛媛県のおコメ事情
－「作物統計調査」、「平成26年食料需給表」及び総務省「国勢調査」の結果から－

県
内
の
コ
メ
の
位
置
づ
け

～
農
業
産
出
額
、
作
付
面
積

県
内
水
稲
の
生
産
と

消
費
事
情

平
全国

（4,146千ha）

愛媛県
（44.6千ha）

全国
（53,632億円）

愛媛県
（883億円）

図１　平成26年作付（延べ）面積

図２　平成26年農業産出額（耕種）
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図３　市町ごとのコメ充足率（H26）
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注：総務省「国勢調査」、農水省「作物統計調査」、「食料需給表」から作成。



R E A D E R S 通 信

今月の
クイズ編 集 後 記

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
写
真
に
あ
る
蝶
の
切

り
絵
は
本
当
に
標
本
じ
ゃ
な
い
の
？
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
実
物
を
見
て
み
た
い
で
す
。
ず
っ
と
目
の
病

気
と
闘
っ
て
き
て
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
、
好
き

な
こ
と
を
続
け
る
た
め
に
も
、
治
療
頑
張
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
ん
な
作
品
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
松
山
市
・
中
平　

寛
子
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
読
ん
で
。
平
成
27
年
産
ミ
カ
ン
の
生
産

量
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
消
費
動
向
の
変
化

で
昭
和
50
年
頃
は
１
年
で
一
人
25
㎏
だ
っ
た
消
費
量

が
、
40
年
後
の
平
成
26
年
に
は
５
・
６
㎏
に
な
っ
て
い

る
。
随
分
減
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

（
八
幡
浜
市
・
米
花　

佐
智
子
さ
ん
）

●
ク
ッ
キ
ン
グ
の
ス
イ
カ
料
理
。
生
ま
れ
て
初
め
て
…

さ
っ
そ
く
材
料
を
揃
え
て
作
っ
て
み
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
工
夫
を
す
れ
ば
こ
ん
な
食
べ
方
も
あ
る
の
で
す
ね
。

今
夜
は
珍
し
い
ス
イ
カ
料
理
と
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
き
。
暑

～
い
夏
を
ス
タ
ミ
ナ
つ
け
て
夏
バ
テ
も
な
く
元
気
い
っ

ぱ
い
食
欲
旺
盛
で
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
里
芋
の
出
来
具
合
も
今
の
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
ま

ず
の
出
来
栄
え
で
す
。
８
月
15
日
頃
か
ら
周
ち
ゃ
ん
広

場
に
出
荷
し
て
大
変
好
評
で
す
。
上
市
産
の
里
芋
は
、

今
大
人
気
で
す
。
土
居
の
里
芋
に
負
け
な
い
く
ら
い
に

周
桑
の
上
市
の
里
芋
も
人
気
で
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

（
西
条
市
・
髙
橋　

千
代
美
さ
ん
）

●
「
え
ひ
め
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
」
毎
回
受
賞
者
の
作

品
を
い
ろ
い
ろ
な
紙
面
で
見
る
た
び
に
、
美
味
し
そ
う

だ
な
と
思
う
と
同
時
に
、
こ
ん
な
県
産
の
農
産
物
も
あ

る
の
か
…
と
県
産
農
産
物
の
豊
富
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
ど
ん
な
受
賞
作
品
が
出
て
く
る
か
楽
し
み

で
す
。
夏
も
盛
り
。
セ
ミ
が
元
気
に
鳴
い
て
い
ま
す
。

職
場
の
駐
車
場
か
ら
事
務
所
ま
で
の
道
中
、
痛
い
ほ
ど

の
セ
ミ
の
鳴
き
声
の
シ
ャ
ワ
ー
を
毎
朝
浴
び
て
い
ま

す
。

（
西
条
市
・
大
西　

可
奈
子
さ
ん
）

●
い
つ
も
表
紙
は
、
田
舎
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
懐
か
し
い

作
品
ば
か
り
で
楽
し
み
で
す
。
い
つ
か
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
は
ら
ゆ
み
さ
ん
の
特
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
予
市
・
亀
田　

均
さ
ん
）

●
特
集
「
基
本
は
安
心
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
を
読
ん
で
、
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
昨
年
６
月
、
娘
夫
婦
の

家
が
完
成
し
た
の
で
す
。
家
は
小
さ
く
可
愛
い
お
家
で

す
。
と
て
も
無
駄
の
な
い
住
み
よ
い
家
で
す
。
娘
夫
婦

は
毎
日
を
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
小

さ
く
て
可
愛
い
お
家
に
、
夫
婦
は
生
涯
Ｊ
Ａ
に
感
謝
し

な
が
ら
大
切
に
住
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｊ
Ａ
新
居
浜
市

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
野
菜
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

年
で
知
ら
な
い
野
菜
も
多
く
あ
り
ま
す
。
東
西
に
長
い

愛
媛
で
す
。
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
知
り
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
市
・
髙
橋　

八
重
子
さ
ん
）

●
現
在
私
が
住
ん
で
い
る
家
は
、築
38
年
で
す
、リ
フ
ォ
ー

ム
は
十
数
年
前
に
し
ま
し
た
け
ど
、
耐
震
性
が
と
て
も

心
配
で
す
。
理
想
の
住
ま
い
づ
く
り
、
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
を

参
考
に
し
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
節
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（松

山
市
・
松
本　

興
八
さ
ん
）

●
い
つ
地
震
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
今
、
耐
震
性
、
耐
久

性
に
優
れ
た
お
家
は
す
ご
く
憧
れ
ま
す
。

　

地
産
地
消
や
他
県
よ
り
優
れ
て
い
る
も
の
を
紹
介
し
て

ほ
し
い
。

（
今
治
市
・
平
井　

里
奈
さ
ん
）

●
今
年
の
梅
雨
で
築
１
４
０
年
の
我
が
家
も
そ
ろ
そ
ろ
悲

鳴
を
あ
げ
て
い
そ
う
。
特
集
を
見
て
、
写
真
の
家
に
心

を
奪
わ
れ
る
…
そ
れ
と
も
大
切
な
住
ま
い
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
新
築
そ
っ
く
り
さ
ん
？
に
迷
う
。
い
つ
か
、
い

つ
か
と
思
い
な
が
ら
背
中
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
。

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
私
た
ち
は
物
を
購
入
す
る
時
に
「
メ
イ
ド 

イ
ン 

ジ
ャ

パ
ン
だ
っ
た
ら
安
心
」
っ
て
思
っ
て
た
。
で
も
、
も
う

そ
の
考
え
方
は
捨
て
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

手
抜
き
工
事
や
食
品
偽
装
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
毎
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
信
頼
関
係
が
必
要

で
す
。
Ｊ
Ａ
と
付
け
ば
安
心
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
末
永
く
使
え
る

住
ま
い
を
提
供
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
松
山
市
・
楠　

裕
子
さ
ん
）

７
月
号
の
答
え
は
「（
Ｊ
Ａ
）
ホ
ー
ム
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０

円
分
を
お
送
り
し
ま
す
。

中
田　

誓
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
） 

阿
部　

紗
弓
さ
ん
（
今
治
市
）

長
下　

政
恵
さ
ん
（
宇
和
島
市
） 

永
井　

朋
代
さ
ん
（
松
山
市
）

大
西　
　

傑
さ
ん
（
松
山
市
） 

薬
師
神
貴
弘
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

村
越
久
美
子
さ
ん
（
今
治
市
） 

矢
野　

直
美
さ
ん
（
大
洲
市
）

阿
部　

喬
子
さ
ん
（
今
治
市
） 

森　
　

由
佳
さ
ん
（
今
治
市
）

当
選
者
発
表

締
　
切
　
り

平
成
28
年
10
月
19
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発
　
　
　
表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
11
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト ㈱

ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
今
年
も
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
で
す
。
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
名
称
は
？

「
○
○
○
の
新
米
や
っ
て
き
た
！
」

★食欲の秋。県内でも、新米・
栗・里芋などが収穫本番を迎
えます。愛媛県は、27年産生
産量でみると、栗は全国第２
位、里芋が第５位の産地とい
うことで、県内の消費者にも地
元の旬の味覚を楽しんでいた
だけます。

　一方、米は生産量よりも消費
量が多い消費県。特集では28
年産米の情勢や集荷・販売対
策等を紹介しましたが、県内
の皆さんにより多く「えひめ米」
を届けるためにも、ＪＡ集荷へ
のご協力をお願いします。

　（正直）
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ピーマンの味噌マヨ和え

〈作り方〉
①	　ピーマンは縦半分に切り、種をとり、１㎝幅
に切る。
②	　鶏肉はひと口大のそぎ切りにし、Ⓐで下味を
つけ、片栗粉をまぶす。
③	　タマネギは薄切り、人参は短冊切りにする。
④	　生姜と白ネギは１㎝角の色紙切りに切る。
⑤	　フライパンにサラダ油を熱し、鶏肉を炒めて
取り出し、④を加えて香りが出たら、③とカ
シューナッツを加えて炒める。
⑥	　⑤にⒷを加えて、⑤の鶏肉をもどし、①を加
えてさっと炒め合わせ、ゴマ油を加える。

ピーマンのピリ辛蒸し
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約97kcal

ピーマン	 ６個
ベーコン（スライス）	 ２枚
プチトマト	 ８個
オリーブ油	 大さじ１
ニンニク（スライス）	 １カケ
鷹の爪	 ２本
黒コショウ	 適量
水	 100㏄
コンソメ（キューブ）	 １個
粉チーズ	 適量

ピーマンと鶏のカシューナッツ炒め
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約86kcal

ピーマン	 ３個
人参	 1/5本（約40ｇ）
塩	 適量
ジャコ天	 １枚
　麦味噌	 大さじ１
　マヨネーズ	 大さじ２
　醤油	 小さじ１
鰹節	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約364kcal
ピーマン	 ４個
鶏ムネ肉	 1/2枚（約200ｇ）
　酒	 大さじ１
　塩・コショウ	 少々
片栗粉	 大さじ１
タマネギ	 1/2個
人参	 1/5本（約40ｇ）
カシューナッツ	 100ｇ
生姜	 １カケ
白ネギ	 1/2本
サラダ油	 大さじ１
　酒	 大さじ１
　砂糖	 大さじ２
　醤油	 大さじ２
　オイスターソース	 小さじ２
ゴマ油	 大さじ１

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

�

（
左
後
）ピ
ー
マ
ン
の
味
噌
マ
ヨ
和
え
、（
右
後
）ピ
ー
マ
ン
の
ピ
リ
辛
蒸
し
、

（
中
）
ピ
ー
マ
ン
と
鶏
の
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
炒
め

Ⓐ

Ⓐ

〈作り方〉
①	　ピーマンは縦半分に切り種をとる。ベーコン
は1.5㎝幅に切る。プチトマトはヘタをとる。

②	　フライパンにオリーブ油を熱し、ニンニク、
鷹の爪を弱火で炒め、香りを出し、ベーコンを
炒める。

③	　②にピーマンを加えて炒め、水とコンソメ、
プチトマトを加えて蓋をし、弱火で蒸し焼きに
する。

④	　器に盛り、粉チーズと黒コショウをふる。

〈作り方〉
①	　ピーマンは縦半分に切って種をとり千切り、
人参も千切りにし、さっと塩茹でし、冷水にと
る。

②	　ジャコ天は５㎜幅に切り、フライパンで炒め、
粗熱をとる。

③	　ボウルに①と②を合わせ、混ぜ合わせたⒶを
加え、さっくりと混ぜる。

④	　器に盛り付け、鰹節を盛る。

Ⓑ

肩もお尻もふっくら・もりもり、
ズッシリ肉厚、ツヤッツヤを選ぼう

今月の素材

ピーマン

NOW NOWCOOKING
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